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母親を狙うマルチ取引勧誘にみられるフードファディズム的な 

消費者被害事例－ジェンダー視点からの考察－ 

 
平林 有里子 1 

 
Cases of Food Faddism-like Consumer Harm Seen in MLM 

Solicitations Targeting Mothers :From a Gendered Perspective 
HIRABAYASHI Yuriko  

 
1． 問題意識と研究目的  
1―1．母親を狙うマルチ取引勧誘 

1960 年代に日本に進出したマルチ取引（別名、マルチ商法、MLM2など）は、1970 年
代に自死者が続出するなど、深刻な社会問題が起こしたことから、1976 年に連鎖販売取引

として実質的に禁止する立法趣旨で法規制されたあとも、被害の発生を後追いしながら規

制強化され続けている(平林 2024)。また、マルチ取引への問題勧誘 3では、マルチ商材であ

る健康食品等についてありもしない健康効果を過大にうたうなど、食べ物や栄養が健康や

病気に与える影響を誇大に信奉する(高橋 2012)フードファディズムがみられる。 
マルチ取引に関する学術研究では、垣口 (1991:68)が、被害の態様を「望まざる転職、失

業、小売りの借金返済から始まり、友人喪失、親子・夫婦間の不和、一家離散などの家庭破

壊、あげくは自殺まで至る」とし、「人間が生きていくうえで不可欠であり、本来は最も強

い絆である基本的信頼関係をさえ破壊させるに至る」とし、放置することは許されないだろ

うと述べている。また、村 (2023)は、マルチ取引は特定商取引法（正式名称は「特定商取

引に関する法律」。以下「特商法」とする。）では連鎖販売取引 4として規制されていること

を説明した上で、このような商法は「人狩り商法」などと言い、儲けたいために販売員を増

 
1 昭和女子大学現代ビジネス研究所 研究員 
2 Multi Level Marketing の略称。 
3 特商法第 2 条において「勧誘」とは、「販売業者等が顧客の契約締結の意思の形成に影響を与える行

為」であり、その商品を購入した場合の便利さを強調するなど客観的にみて顧客の購入意思の形成に影響

を与えていると考えられる場合は「勧誘」に含まれると、逐条解説にある。なお、本稿における「勧誘

者」は、特商法第 33 条の 2 における連鎖販売取引の「勧誘者」に限らず、前述の「勧誘」を行う者を示

すこととする。 

4 なお、特商法第 33 条において連鎖販売取引は、「物品の販売又は有償で行う役務の提供の事業であっ

て」「販売の目的物たる物品の再販売、受託販売若しくは販売のあっせんをする者又は同種役務の提供若

しくはその役務の提供のあっせんをする者を特定利益を収受し得ることをもつて誘引し」「その者と特定

負担を伴うその商品の販売若しくはそのあっせん又は同種役務の提供若しくはその役務の提供のあっせん

に係る取引をするもの」と定義されている。 
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やすことに夢中になるのは健全な経済活動とは言えないとしているなど、特に法学分野に

おいて、深刻な被害を起こす悪質商法として文献・研究が多く発表されている。 
筆者が 2023 年 8 月から 10 月にかけて行ったインタビュー調査において、マルチ取引会

員である母親のマルチ商材への信奉から、サプリメント摂取の強要や、受けるべき標準医療

を忌避されるなど、その子供にとって深刻な被害がみられた。高橋（2012)は「概して男性

より女性の方がフードファディズムに陥りやすいという傾向はある」であろうと述べてお

り、その要因は「子どもを守る」という気持ちが働くことかもしれないと推論している。 
渡辺（2021)は、近年、アメリカで、「You got this, boss babe（あなたならできるわ。ボ

ス・ベイブ）」、「Be a mompreneur（ママさん起業家になりましょう）」といった、女性を

励ますような言葉で、小さな子を持つ母親の健康に関する強い不安や情熱につけこんでく

る MLM 活動が問題になっていると指摘している。 
日本でも、明らかに女性をターゲットに勧誘を行う実例として、例えば、2014 年に香川

県が業務停止命令を下した化粧品を商材とするマルチ取引事業者 5が、｢子供を育てないと

いけないし、お金も要るでしょうから、これをやったら儲かるよ。」「女の人だったら誰でも

いいから、連れて来てさえくれたら、私が落とす自信があるから。」など違法な勧誘を行っ

ていたものがある。しかし、女性とマルチ取引に関する学術研究は、湯浅(2007)が行った、

女性下着を商材とする 1975 年に設立したマルチ取引企業の本社社員や会員への参与観察

インタビューによるもののほかは、乏しい状況にある。 
 
1―2．目的とリサーチ・クエスチョン 
そこで筆者は、特に、母親をターゲットにしたマルチ取引の問題勧誘について、ジェンダ

ーの視点から考察するため、特に、育児中の母親における女性特有の友人関係である「ママ

友」(宮木 2004)から、マルチ取引の勧誘を受けた経験のある女性へのインタビュー調査を

試みた。その結果、母親を狙うマルチ取引勧誘にフードファディズム的な問題がみられたた

め、「①マルチ取引では母親をターゲットにしてどのような勧誘が行われているか」、「②フ

ードファディズム的なマルチ取引問題勧誘はどのようなものであるか」の２点をリサーチ・

クエスチョンとして設定し、母親をターゲットにしたマルチ取引のフードファディズム的

な問題勧誘について、ジェンダー視点から考察することを目的とした。 
 
1―3．用語の説明 
高橋(2007)によれば「フードファディズム（Food Faddism）」とは、「食べものや栄養が

健康や病気へ与える影響を過大に信奉したり評価すること」であり、以下の３タイプに分類

される。 

 
5 「特定商取引法に違反した連鎖販売業者に業務停止命令（９か月）」(2014)香川県（WARP）
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9416625/www.pref.kagawa.lg.jp/shohiseikatsu/tyuumoku/2014
0314.pdf (2025.12.23 閲覧)。 
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① 健康への好影響をうたう食品の爆発的な流行 
例えば、「紅茶きのこ」（1975 年頃）、「納豆」（2007 年 1 月）のように、「それ」さえ食べ

る（飲む）と万病解決、あるいは短期間で痩身できると吹聴される食品が大流行すること。 
② 食品・食品成分の“薬効”強調 
「これを食べると△△に良い」というマスメディアや産業界からの情報などにより、食品

そのものや食品中に含まれる特定成分の“薬効”を強調してその摂取を勧めること。 
③ 食品に対する期待や不安の扇動 
例えば「自然・天然」「植物性」は良く、「人工」「動物性」は悪いなど不安扇動情報によ

り、食生活を全体としてとらえず、ある食品を体に悪いと決めつけたり、別な食品を体に良

いと推奨・万能薬視すること、である。 
 
2． 先行研究のレビュー 
研究にあたり先行研究を検討した。アメリカでは、マルチ取引と女性の関係が、社会学や

女性学などで研究されている。例えば、母親をターゲットにした MLM 活動の問題につい

て、Jessica Pearce（2023)は、女性の母親役割と SNS 上のマルチ取引の欺瞞的なサクセス

ストーリーを分析している。また、Mastrangelo and Longo（2024)は、特にアロマオイル

製品を販売する MLM 企業の勧誘戦略において、MLM 勧誘者（ディストリビューター）が、

社会的孤立や構造的な不平等に悩む女性をターゲットに、「The Look（注目を集め）」「The 
Hook（引き込み）」「The Disinformation Downline（偽情報の拡散）」を用いて、デジタル

コンテンツを利用して勧誘していることを指摘している。なお、アメリカの Direct Selling
協会によると、Direct Selling（直接販売）販売者の 3/4 が女性であり、MLM 企業が重点的

にターゲットにする層が「子どもを置いて出かけたくない」専業主婦であると Casey 
Bond(2019)は述べている。 
日本では、女性とマルチ取引に関する先行研究は、湯浅(2007)が、1975 年に設立した女

性下着を商材とするマルチ取引企業の本社社員や会員への参与観察インタビューを行った

ものがあり、湯浅は、「正当性を失い、経済的にもリスクが高まる主婦という役割から脱出」

し、「企業により称揚されるアイデンティティーを目標にして働くことになるが、そのよう

なアイデンティティーを得ることができるのは１％のごく少数にすぎない」にも関わらず、

当該マルチ取引会員である主婦たちは、新たな価値観で自らの生産する「もう一人の自分」

を見ることが希望であると論じた。 
また別の論文では湯浅 (Yuasa 2006)は、「The housewives jokingly describe their jobs 

as‘oshigoto’.」と、調査対象である主婦らが彼女らのマルチ活動を冗談めかして「おしごと」

と呼んでいることを紹介している。彼女らが「おしごと」と呼ぶマルチ活動を通じて、これ

まで夫や他人から認められていないと感じてきた主婦らは、自尊心や社会的欲求などを強

く求めていると説明した上で同時に、彼女らのマルチ活動は、ビジネスとして成功している

とは言い難い矛盾を抱えていることを指摘している。 



昭和女子大学現代ビジネス研究所 2025 年度紀要 
＜研究ノート＞ 

4 

その他、著者自身が妻のマルチ取引会員となったことをきっかけに家庭崩壊した経験を

記した『妻がマルチ商法にハマって家庭崩壊した僕の話。』 (ズュータン 2021)6や、子ども

の保育園時代に親しくなったママ友グループでマルチ取引が広まっていくようすを描いた

もの（山田 2024）があるが、アメリカのような、マルチ取引と女性の関係の学術研究は、

湯浅の他にはほとんど行われていない 7。 
なお、マルチ取引問題と同じく消費者問題においては、多重債務問題をジェンダー視点か

ら考察した宮坂 (2008)や、消費者金融の歴史を家計内のジェンダー視点から考察した小島 
(2021)などの先行研究がある。 
 
3． 研究の方法 
3―1．研究協力者・調査方法 
本研究は、マルチ取引の被害に関する相談を SNS 等を利用した形で聴く・会員間の情報

交換を促進する・被害をまとめ、社会課題として発信することを、主な活動内容とし、2022
年 3 月に発足した任意団体である「マルチ被害をなくす会」に「『ママ友』からマルチ取引

の勧誘を受けた経験のある女性」へのインタビュー調査の協力を依頼し、会員よりスノーボ

ールサンプリング法によりインタビューイーを紹介され、インタビュー調査協力の同意を

得て行った。調査方法は、オンライン WEB 会議システム（Zoom）を利用し、半構造化イ

ンタビューを行い、逐語録を作成した。 
 

3―2．質問内容と分析方法 
質問内容は、「どのようなきっかけで勧誘者である『ママ友』と知り合いましたか」、「『マ

マ友』からどのような勧誘を受けましたか」、「『ママ友』との関係は勧誘を受けたあとどの

ように変化しましたか」など、インタビューガイドに沿って行い、逐語録を作成した。 
更に、インタビュー調査の結果、本稿の目的に最も沿った内容の逐語を得られたものを、

より深く掘り下げた質的な分析を行うために、大谷による SCAT（Steps for Coding and 
Theorization）を用いてデータ分析を行った。SCAT とは、明確な４つのステップのコーデ

ィングから得られたテーマ・構成概念を紡いでストーリー・ラインを記述し、そこから理論

を記述する手続きとからなる分析手法である。なお、ここでの「理論」とは、「普遍的かつ

一般的に通用する原理のようなものではなく、『このテクストの分析によって言えること』」

である (大谷 2019:324)。 
 

 
6 ズュータンはペンネームである。 
7 本稿において詳述しないが、経済統計学会 2025 年度全国研究大会（2025 年 9 月 13 日、於:中央大学）

において平林・粕谷は「全国消費生活情報ネットワークシステムを用いたジェンダー統計の可能性」と題

する報告を行い、（独）国民生活センター「消費生活相談データベース」を利用し、男女別、年代別に

2021 年度から 2024 年度までの相談件数を集計し、全ての年代を合計すると契約者は女性の方が多いこと

を確認した。 
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3―3．調査に係る倫理的配慮 
本研究・調査にあたっては、調査対象者には、ZOOM ミーティングはインタビュー内容

が外部に漏れないような場所より参加するよう依頼し、同意を得て録音・録画した。インタ

ビュー中における中断や中止はいつでも可能であることを伝えるとともに、個人情報流出

のないよう事前に説明するなど、研究対象者の負担やリスクを最小限にするよう配慮し、昭

和女子大学の倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号 24-22）。また、逐語録は、

倫理的配慮から、個人が特定されないように事実を曲げない範囲での加工・匿名化を行って

いる。 
 
4． 結果 
4-1．調査対象者の属性 
調査対象者は、表１の通り計 3 名である。A と B は、マルチ取引の勧誘を受けた当時は、

子供は幼児期であり、C は子供が小学生であった。３名いずれも、勧誘されたマルチ取引業

者はアロマオイルを主な商材とするＸ社であった。A と B は、「子育て中の女性を対象とし

たアロマセラピー講座」「ワーキングマザーの会」に、X 社がマルチ取引業者であることを

知らず参加し、アロマオイルを主な商材とするマルチ取引業者 X 社の会員から、アロマオ

イルの効果や薬効を強調する勧誘を受けたものの、その後は関係を断っていた。Ｃは通って

いた手芸教室の運営者がＸ社会員となり、手芸教室の中でＸ社商材であるアロマオイル購

入の勧誘を受けていた。更に、会員への勧誘を目的とした「アロマ講座」の誘いを受けるも、

講座の参加を断っており、のちに、Ｃは当該「アロマ講座」に参加した「ママ友」から、講

座ではＸ社会員がどのように勧誘を行ったかを聞いている。 
また、３名のインタビュー調査からいずれも X 社の会員からの勧誘に、不安扇動情報を

聞かされる、X 社の商材が「免疫力」をアップする、デトックス効果があるなど “薬効”を
協調してその摂取を勧められるなど、フードファディズム的な問題がみられた。特に、C は、

X 社会員から、本人が望んでいないにも関わらず、アロマオイル 8を飲料に添加され摂取さ

せられていた。 
一方、A と B は、X 社会員とは従前からの「ママ友」ではなく、育児中の母親である女性

を対象とした場において、マルチ取引業者 X 社会員と知り合ったものであった。本稿の目

的に最も沿った内容の逐語を得られたのは C からのインタビューであったため、特に C の

逐語録データの分析を、SCAT を用いて行った。 
 
 
 

  

 
8 X 社のアロマオイルの中には「食品添加物」として販売されているものもある。 
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表１ インタビュー調査協力者リスト 
 実施日 

（インタビュー 

した時間） 

勧誘された当時の 

本人の年代と 

子供の年代 

勧誘された 

マルチ取引業者 

（主な商材） 

 
調査方法 

A 2024 年 9 月 1 日 
（約 1 時間） 

30 歳代 
幼児 

 
 

X 社 
（アロマオイル） 

 
オンラインWEB会
議システム（Zoom）
を利用した、半構造
化インタビュー 

B 2025 年 4 月 24 日 
（約 1 時間半） 

40 歳代 
幼児 

C 2025 年 4 月 28 日 
（約 1 時間半） 

40 歳代 
小学生 

 
4-2．SCAT による分析とストーリー・ライン 
 C の逐語録データを SCAT により分析した。表２に一部抜粋したものを掲載し、表３に

分析結果から作成したストーリー・ライン（一部抜粋）を示す。ストーリー・ラインの中の

［ ］の部分はテーマ・構成概念を表している。 
 
表２ SCAT 分析フォーム（一部抜粋） 



昭和女子大学現代ビジネス研究所 2025 年度紀要 
＜研究ノート＞ 

7 

表３ C のストーリー・ライン（一部抜粋） 

マルチ取引の勧誘を受けたのは[約 10 年前の 40 歳代後半当時の出来事]であり、C も勧誘者 D

も[小学生の子供がいる母親]であった。C が暮らす[新興住宅地] は、[社会的経済的に安定した

層]が多く住み、[大規模校での保護者関係]の中、[良い距離感のあるママ友関係]が築かれていた。

[自宅での趣味教室]を[小規模の在宅起業]として行う主婦も珍しくなく、[趣味の手芸を通じた出

会い]により C は[子供たちは小学校の同窓生]である勧誘者 D が運営する[自宅教室へ参加]する。

C と同じマンション住民の[ヨガ講師である上位会員]の影響によってか、[小学校区内でのマル

チ取引の広まり]があり、勧誘者 D も[アロマオイル等を商材とするマルチ商法業者 X]会員とな

る。あるとき、C は勧誘者 D より、[アロマ勉強会という名分のブラインド勧誘]を受ける。[キ

ラキラ女子によるマルチ取引セミナー]は[マルチ取引勧誘に利用される自宅教室と公共施設]で

行われるもので、C は参加を断るが、アロマ勉強会に[参加したママ友からの情報]によれば、勉

強会は、[医療に対する不安の扇動][商材利用による健康への好影響を煽るセミナー]であったと

いう。[ブラインド勧誘]の疑いもあるアロマ勉強会に参加した C のママ友 F は、当初商品購入

を目的とし X 社と契約するが、[契約時の勧誘内容と異なる契約後の説明] により購入額を[ノル

マ強要]される。怒ったママ友 F が契約解除を申し出るも、断られるなど[契約解除妨害の疑い]

もみられたという。他にも[商材宣伝の場となる自宅教室]のなかで[マルチ取引との関係を察し

て距離を置くママ友の存在]もあったが、C の周囲には[上位会員であるヨガ教室講師のダウン]

の影響があり、[主婦をターゲットにしたアロマオイルを商材とするマルチ取引]である X 社への

[批判を口外しかねる雰囲気]があった。 

C は勧誘者 D から[説明を受けないまま飲用したアロマオイル]により[深刻な腹痛症状]に苦し

む経験をする。[勧誘者によるアロマオイル飲用強要]の際にアロマオイル飲用について[うたわ

れた解毒効果]を勧誘者 D は信じていた。当初 C は、X 社がマルチ取引業者であることを知らな

かったが、あるテレビ番組で紹介された[キラキラ起業女子の背景にあるマルチ取引]について

[SNS による指摘]をみたことにより、X 社がマルチ取引業者であることを知り、[勧誘者の言動

の背景にあったマルチ商法]と勧誘者 F の[不可解な行動への納得感]を得た。当初 C は[趣味仲間

である勧誘者への気遣い]を寄せており、勧誘者 F による趣味の教室内での[悪意なく繰り返され

る X 社アロマオイル飲用強要] に際には、勧誘者 F に気遣いながら[健康被害への注意喚起]を行

った。しかし、[勧誘者が語るアロマオイルの万能性]は変わらず、[アロマオイル飲用を拒めない

空気]によりは続いた。C は [飲用させた側の無謬性]や勧誘者 F の[自己欺瞞]を感じ、[マルチ取

引商材効果へ信奉の異様性]を感じた。 

 
4-3．リサーチ・クエスチョンに関連した理論記述 
 上記のストーリー・ラインから得られた理論記述を、「①マルチ取引では母親をターゲッ

トにしてどのような勧誘が行われているか」、「②フードファディズム的なマルチ取引問題

勧誘はどのようなものであるか」の２点のリサーチ・クエスチョンについて記していく。 
 まず、「①マルチ取引では母親をターゲットにしてどのような勧誘が行われているか」に
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関する理論記述であるが、以下の 5 点となった。 

① マルチ取引では母親をターゲットにしてどのような勧誘が行われているか。 

・［主婦をターゲットにしたアロマオイルを商材とするマルチ取引］の［アロマ勉強会という名

分のブラインド勧誘］が［マルチ取引勧誘に利用される自宅教室と公共施設］にてみられる。 

・［小学生の子供がいる母親］にとって［趣味の手芸を通じた出会い］の場である［自宅での趣

味教室］は、［夫の収入に依存することの満たされなさ］といった［母親が置かれた立場とマル

チ取引の親和性］によりマルチ取引勧誘に利用される。 

・［子育てと仕事の両立の困難さ］の中で［母親責任］を負う女性の［「誰々ちゃんのお母さ

ん」ではない自立した女性への憧れ］は［成功したアップ会員への憧れ］に繋がることが考え

られる。 

・［子供たちは小学校の同窓生］であるママ友がマルチ取引業者会員となると［小学校区内での

マルチ取引の広まり］が懸念される。 

・［キラキラ女子によるマルチ取引セミナー］による［ブラインド勧誘］や［マルチ取引商材効

果へ信奉の異様性］により［マルチ取引との関係を察して距離を置くママ友の存在］がみられ

る。 

 
 続いて、「②フードファディズム的なマルチ取引問題勧誘はどのようなものであるか」に

関する理論記述は、以下の 3 点となった。 

② フードファディズム的なマルチ取引問題勧誘はどのようなものであるか。 

・ ［商材利用による健康への好影響を煽るセミナー］において［医療に対する不安の扇動］がみ

られる。 

・ ［商材飲用による健康被害の可能性を認めない勧誘者］に［健康被害への注意喚起］を行って

も、［商材への批判と勧誘者否定の同一視］と受け止められる。 

・ ［勧誘者が語るアロマオイルの万能性］として［うたわれた解毒効果］があり、［悪意なく繰

り返されるアロマオイル飲用強要］に繋がっている。 

 
5． 考察 

調査協力者 A、B、C の 3 名より得られた逐語録と、C のインタビューデータの分析結果

から得られた理論記述をもとに、リサーチ・クエスチョン、「①マルチ取引では母親をター

ゲットにしてどのような勧誘が行われているか」、「②フードファディズム的なマルチ取引

問題勧誘はどのようなものであるか」の２点について考察する。なお、理論記述は【  】、

調査対象者の語りは「  」、（ ）内は調査協力者を示している。 
 

5-1．マルチ取引では母親をターゲットにしてどのような勧誘が行われているか 
 まず、「①マルチ取引では母親をターゲットにしてどのような勧誘が行われているか」、

については、【［主婦をターゲットにしたアロマオイルを商材とするマルチ取引］の［アロマ
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勉強会という名分のブラインド勧誘］が［マルチ取引勧誘に利用される自宅教室と公共施設］

においてみられる。】という理論記述が示され、ブラインド勧誘 9が行われていることが示

唆されていた。A、B も、「主にママさん向けにアロマとかヨガとか息抜き企画みたいなの

やるからちょっと良かったら参加してみませんか？ みたいに言われて。（A）」、「ワーキン

グマザーの会ですね。（B）」「おそらく勧誘してくる目的で（マルチ会員が）入り込んだとこ

ろに居合わせたという感じですね。（B）」と述べており、A、B が参加した母親向けの会の

場をマルチ取引のブラインド勧誘の場に利用されていると考えていた。本研究の分析結果

からは、母親をターゲットにしたマルチ取引への勧誘では、母親向け「アロマ勉強会」や「息

抜き企画」の場において、目的を隠した誘引が行われていると考えられる。 
 また、【［小学生の子供がいる母親］にとって［趣味の手芸を通じた出会い］の場である［自

宅での趣味教室］は、［夫の収入に依存することの満たされなさ］といった［母親が置かれ

た立場とマルチ取引の親和性］によりマルチ取引勧誘に利用される。】という理論記述が示

され、母親という立場がマルチ取引勧誘のターゲットとされる背景も示された。B の逐語に

おいても、商材であるアロマオイルを会員が試供品として配布した場が「仕事と子育ての両

立というのがテーマの会で（B）」あったと説明されている。 
伊藤(2010)によれば、「稼ぎ主である男性と、男性に扶養されて家事や育児などの家庭責

任を負う女性」という性別役割分業モデルは、1970 年代後半から台頭した「日本型福祉社

会」論により強化され、性別役割分業の固定化とそれに付随する経済政策、雇用政策、社会

保障政策等の諸問題は、未解決のまま 21 世紀に持ち越されている。女性とマルチ取引に関

する研究を行った湯浅 (2007)によれば、湯浅が研究対象としたマルチ取引会員の主婦たち

の労働の中心は、ネットワークの中の人間関係であり、言説やシンボルを生産しながら、共

感し、承認しあい、勇気づけあい、感動を与えあい、自己肯定観をもてない現状から、互い

に助け合いながら抜け出すことであったという。更に湯浅は、「主婦たちは主婦としての構

造的リスクから生じる先の見えない不安感と焦燥感から」マルチ取引に引き込まれていっ

たと述べている。日本において、母親として、家庭責任を抱えながら働く女性をとりまく厳

しい現状や、性別役割分業の固定化とそれに付随する諸問題が、マルチ取引が母親をターゲ

ットとする背景にあることがジェンダー視点から考察された。 
 
5‐2．フードファディズム的なマルチ取引問題勧誘はどのようなものであるか 
 続いて、「②フードファディズム的なマルチ取引問題勧誘はどのようなものであるか」と

いうリサーチ・クエスチョンについては、II.食品・食品成分の“薬効”強調として、「メディ

カルアロマというものがあって、免疫力がアップするだの、うちの子は風邪ひきにくくなる

だの（B）」、「お子さんが水ぼうそうにかかった時も、アロマでなんとかして、医者に行かず

 
9 マルチ取引への勧誘という目的を隠した誘引。勧誘目的を告げない誘引方法は特商法第 34 条で禁止さ

れている。 



昭和女子大学現代ビジネス研究所 2025 年度紀要 
＜研究ノート＞ 

10 

に治りましたみたいな投稿を上げていて（B）」と、マルチ取引会員が商材であるアロマオ

イルについて、特に子供の健康に関連させ薬効をうたい、誘引しているようすが述べられた。

また、【［勧誘者が語るアロマオイルの万能性］として［うたわれた解毒効果］があり、［悪

意なく繰り返されるアロマオイル飲用強要］に繋がっている。】ことにより、C に起こった

ような健康被害が懸念される問題もみられた。 
更に、III.食品に対する期待や不安の扇動としても、【［商材利用による健康への好影響を

煽るセミナー］において［医療に対する不安の扇動］がみられる。】ほか、逐語においても、

子供の「健康とかを考えたときに、例えば市販のものばっかりあげていると、後で病気にな

っちゃったり、アトピーになっちゃったりする（A）」「なんか添加物とかは良くないみたい

な、薬も毒だみたいなことを言って（A）」、「医療」「市販のもの」「添加物」は悪いといった

不安扇動情報がみられる（もっとも、X 社のアロマオイルは「食品添加物」でもあるのだが）。

その上で、商材であるアロマオイルを万能薬視する会員に【［商材飲用による健康被害の可

能性を認めない勧誘者］に［健康被害への注意喚起］を行っても、［商材への批判と勧誘者

否定の同一視］と受け止められる。】という問題もみられる。西田（2018）は、マルチ取引

では、欺瞞的コミュニケーションを駆使し意のままに操り依存させ、活動に従事させるマイ

ンド・コントロール手法が用いられていると述べているが、マルチ取引会員がフードファデ

ィズム的な問題勧誘を行う背景には、［商材への批判と勧誘者否定の同一視］と受け止めら

れるまで陥らせる、マインド・コントロール手法が用いられていると推察される。 
 
6． 結語 
 本研究の目的は、母親をターゲットにしたマルチ取引のフードファディズム的な問題勧

誘について、ジェンダー視点から考察することである。先行研究を検討したところ、アメリ

カでは、マルチ取引と女性の関係が、社会学や女性学などで研究されていることに対し、日

本では女性とマルチ取引に関する学術研究は、乏しい状況にあることを示した。その上で、

マルチ取引の勧誘を受けた経験のある女性へのインタビュー調査を行った結果、母親をタ

ーゲットにしたマルチ取引の勧誘がみられることがわかった。更に、不安扇動情報を聞かさ

れる、また特に子供の健康に関連させた“薬効”を強調した、フードファディズム的な問題

勧誘が行われていることもみられた。特商法第 34 条により、連鎖販売取引の商品の効能や

サービスまたは権利の効果について不実の告知を禁止しており、法に抵触するおそれがあ

る問題勧誘があればマルチ取引業者は適切に会員を指導すべきであろう。 
最後に、本研究は当初、「ママ友」からマルチ取引の勧誘を受けた経験のある女性へのイ

ンタビュー調査を試みたが、調査協力者を得ることに苦慮した結果、従前からの「ママ友」

から勧誘を受けた１名のケースを含む３名のインタビューを元にした質的研究という限界

がある。今後の研究で、さらなる調査が求められる。 
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